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ネヘミヤ1:1-3
　今日からネヘミヤ記を読むことにする。彼はペルシアの時代に活躍した人で、預言者というよりも、指導者に分類される立場の人だ。行政官という言い方も該当するかもしれない。状況からすると、バビロンに補囚として連れてこられたユダヤ人の子孫で、そのままメソポタミアに留まっていた人、ということになる。ユダヤ人としての自覚を大切に持ちつつも、暮らしそのものはペルシアのそれだったということだ。そういう部類の人が何を考え、どう行動するか、そんなことを意識しながら読んでいくのもよいと、そのように思う。
 
ネヘミヤ　1:1-3
　時はBC445年に当たる。ペルシアのアルタクセルクス王の治世第20年である。エズラがユダヤに帰ってきてから13年後ということになる。この辺の時間感覚はこの書を読む際には大事だろう。神殿再建はエズラより60年ほど前に成し遂げられていたが、国はまだまだ荒れ果てていて、エズラが戻ってきて祭儀などの建て直しを図ったものの、それでもまた荒廃は続いていたということである。ネヘミヤが衝撃を受けたのは、都のエルサレムが荒れたままだったことだ。当時の、あの地域の町としては、城壁が再建されなければ治安も確立できない。民は帰還し、それぞれの暮らしこそ始められていたし、神殿も動き出していたのだけれど、でも、国としての安定性からは遠く離れていたということである。確かな日々を確立するために、神への信仰は必須であるし、それは第一のこととも言える。だが、それさえあれば他はいらない、という意味ではないということを、この書を見ていく時に考えさせられる。むろんそれは、聖書全体を通しての神の御心でもある。
 
ネヘミヤ　1:4-6
　ネヘミヤはきっと、祖国がもっと良い状態に回復しているのだと考えていたのだろう。すでに帰還が始まってから一世代以上の年月が経っているのだ。エズラの評判も聞いていたに違いない。だが、その期待は崩れてしまった。彼は一切の元凶が、イスラエルの民が神に対して犯した罪、バビロン補囚に至ってしまった事態にあることを考えている。厳密に言えば、復興が遅れているのは過去の事柄だけではなく、今現在の人々の抱えている課題が理由ではある。でも、それら全体の元をたどるならば、やはり、もともと国を滅ぼしてしまった事態を考えずにはいられない。そこが回復していかなければ、たとえ町を建て直したとしても同じ事態に至るだけなのだから。この後のネヘミヤの行動が厳格なものになっているのは、彼自身の危機感の影響とも言える。そのくらいの認識は確かに必要なのだ。
 
ネヘミヤ　1:7-11
　ネヘミヤは、民がモーセの律法をないがしろにしていたことを告白する。だが同時に彼は、モーセに与えられた神の約束に基づいて、復興が成し遂げられること、それも神ご自身の助けによって実現するのだということをも語っている。神の前に悔いる者は、神の約束される祝福についても、強い思いを抱くことができる。それが神との関わりの幸いである。こんな自分たちだから神にも見捨てられても仕方がない、というふうには考えていない。彼の認識は、自分たちの姿を見てどう思うかではなくて、あくまでも神の言葉に基づいてどうなのか、という視点になっていることは重要である。
 
ネヘミヤ　1:11-2:1
　この時のネヘミヤは、ペルシア王の献酌官である。王の飲み物を管理する責任者ということは、毒殺の危険などを考えると、最も信頼されていた人の一人、という意味合いもある。それに、食事の席で給仕の役割も果たすのだから、王と言葉を交わす機会も多くなり、親密さを手にすることが可能な立場だった。実際、彼は王から深い信頼を寄せられていたようである。こういう立場を生かして、彼はユダヤ復興に取り組んでいく。与えられている良きものは、適切にではあるけれど、大いに用いれば良い。尻込みをしたり、何もありませんと自らを卑下する必要はないのだ。
 
ネヘミヤ　2:1-8
　王の好意を、ネヘミヤは最大限に活用している。それで良いのである。4節の祈りにあるように、この願いは拒否される可能性も十分にあった。信頼できる献酌官を手放すことは、王自身の安全にも関わることなのだから、ユダヤの支援はしたとしても、ネヘミヤが行くことは禁じられる可能性はあった。ネヘミヤとしても、禁止を振り切って飛び出すことはできない。それはユダヤのためにもならない。だからこそ神に祈り、神の助けを求めつつ、でも、願いは願いとしてはっきりと伝える。これは神を信じる者のあり方の一つと言える。そして、今日の私たちにとっても、非常に現実味のある行動の一つであることを考えておきたいと思う。
 
ネヘミヤ　2:7-8
　ネヘミヤはとても現実的であり、また慎重でもある。熱意だけで飛び出していくのではなく、様々な困難が待っていることを十分に認識しつつ、王宮にいる間にできる限りの対応をしている。こういう備え、認識というものは、とても大事なことである。信仰とは単なる情熱ではない。それは生きること、行動することである。だから、神に期待し、神の働きかけを待ち望みつつ、だからこそ、物事をしっかりと見極めて行動するのである。
 
ネヘミヤ　2:9-10
　10節の二人は、このあと、ネヘミヤらの行動を妨害するために奔走することになる。だが、ネヘミヤたちは周辺他国を侵害しようというわけではなく（そのような力もない）、自国の安定を図りたいというだけのことだ。それを妨げようとするというのは、実に忌まわしいことである。地域としても、寂れたままの国、民がうろついているよりも、安定した町々が形成されるほうが、ずっと利益になるはずなのだが。ただ、現実問題としては、こういった妨害はしばしばなされる。決して彼らだけの話ではない。人の愚かさと醜さ、悲しいことだ。
 
ネヘミヤ　2:11-16
　ネヘミヤの慎重な態度からすると、城壁再建の話を持ち出すと妨害が生ずるだろうということは、もともと予測していたようである。彼としては、自体がどれほど厳しいかを把握した上で、覚悟を決めて乗り出そうとしていた、ということだろう。ペルシアの城で泣いていたネヘミヤは、その実態を目の当たりにして、だが今度は泣いたとは書いておらず、その覚悟がよく現れている。そしてまた、この困難に取り組むことが神の御心であると確信することもまた、彼には必要だったのだ。
 
ネヘミヤ　2:17-20
　一事の思いで突進するのも熱心そうでよくも見える。だがネヘミヤは事を成し遂げる覚悟だったから、まずは実態を把握し、覚悟も練り直し、そして何より、神の御心を確信し直して、それだからこそ、妨害が生じても、断固として言い返し、揺さぶられたりはしなかった。「天の神」という言い回しはあまり出てこない。異邦人との関わりの中で使われることがほとんどだ。自らの思いが意図しているものが何かは明確で、かつ、それと食い違うような表現ではない場合には、周囲の人々が理解しやすい表現を用いるのは何も悪いことではない。ペルシアの文化圏にあった人々にとっては、主なる神といった表現より、天の神のほうがずっとすっきりする、わけである。日本では、どんな表現が有用だろうか。
 
ネヘミヤ　3:1-32
　こういう箇所をどんなふうに読んでいけばいいか、とも迷ったけれど、一気に読んでいただくことにした。内容は、修復作業が誰によってなされたのかの記録リストである。それぞれの人のことをたどってみても良いけれど、私たちが読むに際しては、様々な人たちが取り組んだのだ、というくらいでも構わないと考える。そう、ほんの一部の人たちではなくて、当時、エルサレム周辺にいた、ある程度は力を持っていた家々が、みんなで出てきて、一生懸命に取り組んだのである。城壁修復が進んでいったのは当然であり、また、後に出てくるような妨害工作が功を奏さなかったのも当然である。
 
ネヘミヤ　4:1-6
　神殿再建にも横槍は入ったが、城壁再建に対しても厳しい攻撃があった。まずは嘲りである。帰還命令から結構年月は経っていたけれど、国の再建とまでは言えず、ユダヤの人々は下を向いて暮らしていたようだ。嘲ってやれば意気消沈して工事は頓挫する、と考えたのだろう。確かに、もしもこれが人々の思いから出たことに過ぎなかった、そうなっただろう。でも、一切は神が進めておられることだと確信していた民は、屈することなく取り組みを継続していった。神のなさっていることだから、という確信は、常に重要な意味を持つ。熱心さとか頑張りというだけでは、神の御心に沿う事柄は、うまく進みはさないのだ。妨害も当然にある、ということもわきまえておきたいが。
 
ネヘミヤ　4:7-14
　周辺諸民族は実力行使に出て城壁再建を押しとどめようとしたようだ。もっとも、ネヘミヤの背後にはペルシア王の庇護があることは分かっていたから、城壁を再び破壊するような本格的な戦闘を意図したのではなく、社会に混乱を生じさせることを目指したものだったのだろう。彼らの計画は的中して、ユダの人々は不安に陥り、工事を続ける意欲が減退してしまった。当初ネヘミヤは城壁や工事現場の防御を固める程度を考えたようだが、事態を重視して、人々の居住地そのものの警護を強くした。結果、サンバラテたちの計略は失敗してしまったのだ。この対応をすべてに当てはめることができるかどうかは慎重であるべきだろうが、この場合は、本来の使命をいったん中止してでも、土台になっている部分を確実なものにすることに取り組むのは効果的、ということになるだろう。ネヘミヤの意図が、単に城壁再建ということではなく、民の平安を目指すための城壁であったことも、大きく影響していると思われる。
 
ネヘミヤ　4:15-23
　妨害する者たちの脅威を、ネヘミヤは強く意識したようだ。彼らの工作が頓挫したと分かってからも、継続的な防衛を維持している。ただし、工事は再開し、その上で警戒も怠らないということだから、民にかかる負担は大きなものになったはずだ。それでも人々が音を上げたり、逃げ去ったりしなかったのは、この工事が自分たちの繁栄に不可欠であることを悟り、そしてまた、神ご自身の支えがあることを信じていたからだろう。それにしても、苦労の大きい日々を過ごしていたものだと、痛感させられる。5章に出てくる事態になったのは、当然かもしれない。
 
ネヘミヤ　5:1-6
　城壁修復の作業は心身共に厳しいものだったが、こういう訴えが率直になされえたということは、民全体の様子としては向上してきていたのだと思う。この事態はずっと以前からのものだろうが、帰還からすでに長い年月なのに、声を上げられる人はいなかったのだから。ネヘミヤの統治は社会全体を前進させていたと言える。もっとも、事は深刻だ。苦境にある同胞に資金を貸すのは自然なことだが、利息を取ることは禁じられ、担保についても制限があった。もともとヨベルには戻すのが律法の定めだ。でも、それがないがしろにされていたからこそ、子どもを奴隷に売ることになっていたのだ。世界的に言えばよくあることだが、神によって生かされている自分たちであることをわきまえる者は、こんなふうであってはならないと定められていたのに、である。経済面だけでなく、これは神との関わりに直結する課題だった。
 
ネヘミヤ　5:6-13
　ネヘミヤは直線的な人のようだ。人々に根回しをして動かすよりも、一気に本丸を攻め立てる。でも、その指摘に人々がすぐに応じたことは、この時、ユダヤの民の状態が良いものだったということの現れでもあるだろう。正しいことだから従う、というほど人間は簡単ではないことは、私たちも痛感しているはずだ。彼らにとってもネヘミヤの要求は実質的にも厳しいものだったけれど、でも応じたのである。それは意義がある。
 
ネヘミヤ　5:10-11
　この改革は、決して楽なものではない。これ以降はしない、ということならば、それはそれで動き得るだろうが、今までの借財をどうにかするのは、貸した側にとっても容易ではない。ネヘミヤは自らの関係者には借金そのものの帳消しをさせている。人々の先を行く姿だ。11節は、これら一切の利息分を返してやる、という意味か、それとも不動産は返して、現金や物品について利息分だけの返却ということかは、言葉からするとわかりにくい。ただ、畑などを返してあげなければ人々は相変わらず生産手段がなくて、返済も自立もできないままだから、そこまで踏み込んだ意味なのではないかと考えたい。いわば、ヨベルを早めたような認識だ。当時、ヨベルは放置されていたのだろうが、もともとの定めなのだから、ここまであがった利益だけで満足しろ、という趣旨だろう。とても現実的である。
 
ネヘミヤ　5:14-19
　ネヘミヤはペルシアでの地位からも、それなりの財産は持っていたのだと思われる。そちらに土地などを所有していて、それなりの収益もあったのかもしれない。それは正当な収入だから、別段、否定する必要はない。総督としての手当は任地から得るものだから、ユダヤの苦境を考えた時に、それは受け取らずにいこうと決めたのは、彼が戻ってきた理由からすると理解できる。総督として様々な費用はかかっていたが、それも自腹を切っていたのだが、一切はユダヤ復興への思いのゆえである。手当そのものを否定していたわけではない。こういう箇所は、ちょっと自慢げに読めてしまうかもしれないけれど、厳しい立場の者としては、自らの行動についてきちんと表明し、正当な評価を求めることは決して悪いことではない。自慢しないということと、誠実に物事を語ることとは、決して矛盾することではない。私たちは神の前に、真摯な思いで自らを表明した方がよいのだ。
 
ネヘミヤ　6:1-9
　サンバラテらはさらに計略を立て、ネヘミヤの排除を画策している。会見の申し出は彼を暗殺するためのものだったし、偽りの手紙はネヘミヤを動揺させて意のままに操ろうというものだ。いずれも、ともすると簡単に引っかけられてしまいやすいものだけれど、自らのなすべきことをしっかりと見定めていたこと、また、回りの評判よりも神の守りを信じていたことが、ネヘミヤの身を守ることになった。実際的にはペルシア王がネヘミヤに疑いを掛けることは考えにくいのだが、こういう不安はどんどん増大するそれでも、ネヘミヤがある程度のところでペルシアに戻ったのは、こういう噂がさらに広がることはユダヤにとってマイナスだと考えたからだろう。ちなみに、ペルシアの時代においては、ユダヤが苦境に立たされることはなかった。
 
ネヘミヤ　6:10-14
　神殿は祭司のみが入れる場所である。ネヘミヤは総督だが、その資格はない。敵から身を守ることだけを考えたら神殿は良い逃げ場所だろうが、物事は本来の点から見つめ直す必要がある。そうすれば、彼らの言い分には問題があるということが見えてくる。ネヘミヤの誠実な態度、そして取り組み方、考え方が、危ういところで身を守ることができる力になったのだ。それにしても、次から次へと攻撃が仕掛けられて、ほとほと疲れ果ててしまっても不思議ではないと、そのように思わせられる。
 
ネヘミヤ　6:15-19
　人物関係を繰り返し確認しておかないと分からなくなってしまいそうだが。トビヤはアモン人の役人でユダヤ復興を妨害していた人である。客観的に言えば、それぞれの思惑が遭っても当然だろうけれども、神の意志はユダヤの復興にあるわけで、ネヘミヤたちとしては妥協するわけにはいかないことだった。ペルシアとしても、この地域に安定した属国が形成されることを望んでいたようである。そのトビヤが姻戚関係を持っていたシェカンヤも、ベレクヤも、城壁再建の責任者たちの親族であり、以前から深いつながりを持っていたことが指摘されている。結局これは、トビヤ自身というよりも、ユダヤ側の人々が自らの立ち位置をどうするかを決めるしかないことと言えるだろう。トビヤとつきあいつつ、かつ、復興を成し遂げるということは、残念ながら不可能だった。
 
ネヘミヤ　7:1-4
　ようやくエルサレムが町として整うようになった。あの地域の当時としては、城壁がなくては、安定した町作りは不可能だった（日本とは違う）。住民がまだ少なかったのもそのためで、だから、念入りに見張りを立てる必要もあったのだ。いずれ、町が人々で満たされれば、城門などの番だけでも済むようになるだろうが。ネヘミヤはユダヤ全体の総督なので、信頼できる兄弟ハナニとハナンヤにエルサレムの統治を任せている。とりわけ、ハナンヤのことが高く評価されて書いてあるので、ハナニは自分との連携を、ハナンヤが前面に出て活躍することを期待したのだろう。町の土台が形成されて行っている。
 
ネヘミヤ　7:5-60
　系図が重視されているのは、補囚の時代を経て、誰がユダヤの民なのかが混乱してしまっていたからだ。ペルシアから戻ってきた人々についてもそうだし、カナンに残った人々についてはなおさら、統治機構がなかったわけだから、漫然としたに違いない。系図だけで確実かと言われればそれまでであるし、血筋がすべてかと問われたら、それも異論はあるだろう。イスラエルは初めから、純血主義ではない歩みをしてきた。ただ、混乱期の彼らにとっては、しかも、周辺諸民族との摩擦を抱えていた彼らとしては、それ以外に方法がなかったのだとも言える。後にはエドム人の子孫がユダヤの王になることもあるわけで、国自体が安定すれば対応も変わってくる。ネヘミヤにとっては深刻なことだが、この時期に必要なことだったのだと考えるのがちょうど良いだろう。
 
ネヘミヤ　7:6-7
　ゼルバベルの名があるので、ここにあるリストは補囚解除の命令が出てからの、すべての帰還者を記録しようとしたものだと言える。むろん、すべてかどうかは誰にも分からないが、系図によって確認できた人々、ということである。ネヘミヤの時代は最初の帰還から90年ほど経っているので、ここで整えておこうということだろう。エズラ2章と同じようなリストなのは、二人の活躍時期が同様だからで、それぞれに記録したということである。総計は66節によると42360人である。むろん、男性のみで、かつ、家長などを数えたのかもしれない。エズラ記と人数に違いがあるのは、状況がいかに混乱していたかを思わせられるものだ。それにしても、出エジプトあたりでは十二部族の名前が挙げられていたのに、ずいぶん様変わりしている。分裂や北の滅亡、そして補囚と、この民の変遷を考えさせられる。
 
ネヘミヤ　7:61-65
　家系、血統を証明できなかった人々がいた。祭司の中にもそういう人々がいた。年月が経っているので、証明はできないけれども真実にユダヤ人である可能性はもちろんある。それでも、ここでは慎重であることが求められて、だから、祭司の役割を果たすことはできないされた。ウリムとトンミムを使える祭司とは大祭司のことだから、正式な大祭司が任じられたに、改めてどうするかを決定してもらうという意味か、さもなければ、ウリムとトンミムは神の御心を探るのに使うので、それによって証明の是非を決めようということか、どちらかだろう。ただ、いずれの場合にもユダヤ人社会から放り出すということではないあたりは、注目しておきたい。確認は必要だ。でも、門戸を狭めるためのものではない。
 
ネヘミヤ　7:66-72
　城壁が再建されて、外面的にはエルサレムの都が復興したということになる。まだまだ少ない人数ながらも、そこに住む人々も整い始め、だからこそ人々は工事のため、あるいは神殿祭儀のためにささげ物をしている。こういうあたりも、人々の安堵が感じられる記述である。72節の、元の町々とは、エルサレムの中にある各居住区のことだろう。国全体の復興にはまだ時間もかかるので、都に人々が集まってくるのは当然でもある。だが、そうやって外見は整ってきたけれど、内面のことが、この後で問われていくことになる。
 
ネヘミヤ　8:1-8
　エズラはネヘミヤより13年前に帰国していたが、改革には苦労していたようだ。その様子はエズラ記にあるが、学者であるエズラだけではなく、良き指導者が必要だったということだろう。神は様々な人を、それぞれの賜物に応じて用いて行かれる。ただ、ネヘミヤの取り組みは城壁再建には十分だったが、エズラを通して告げられる神の言葉がその中枢として据えられていかないと真の復興には至り得ないというのが、民全体の思いであったということである。これは意義深いことだ。かつて、イスラエルの民は神の言葉をないがしろにし続けたのだから。象徴的な出来事はエレミヤ36章にある。
 
ネヘミヤ　8:4-5
　かつて、ヨーロッパなどの教会では、聖書を朗読する者の立つ壇は、会衆よりひときわ高いところに設けられていたと聞く。声が通るためという実質的な目的もあるが、この言い方からするとやはり、象徴的な意味合いも込められていたようだ。つまり、神の言葉の前に人々が集うのである。礼拝というと多くの宗教では、人が神を拝するという意味合いが強い。アブラハムなどの礼拝行為も、その姿だけを見るならば、人が神を、と言えるだろう。でも主なる神と人との関わりにおいては、その本質はやはり神から人に、であることを、聖書は繰り返し告げている。それだからこそ、神の言葉は重視される。神の命令には従うのだということだけでなく、そこがすべての始まりだという認識である。
 
ネヘミヤ　8:7-8
　イメージとして、エズラが一人で大群衆の前で読み聞かせたというふうになりやすいが、実際には多くのレビ人たちが律法の朗読を担ったのである。交替で、という意味にとっても良いかもしれないが、それぞれが割り振りをして、ということだろう。朗読だけではなく、「解き明かし」も伴っていたようなので、後の礼拝説教にも共通するものと言える。でもそれはあくまでも、神の言葉を伝えるものであって、決して、人々が自らの主張を演説しているわけではない。なお、この時人々が立って聞いていたからといって、常にそうすべきということではない。イエスは話をなさる時、人々を座らせていたのだから。
 
ネヘミヤ　8:9-12
　人々が泣いたのは、律法の告げていることと自分たちの現状との食い違いを痛感させられたからだろう。でも、神は人々を叱責する基準を定めるために律法を与えたのではない。本来律法は、何も整っていなかったイスラエルに、これから神に従って生きていくための道筋を示すためにこそ与えられている。だから、今現在、何もできていなくても、それはむしろ当然であり、ユダヤが再出発したように、人々の信仰の歩みもまた再出発していくのである。自らの姿に愕然とはするだろうが、そこで大切なのは絶望ではなくて、こんなじぶんたちを神が助け導いてくださるのだという祝福への喜びであり、感謝である。「主を喜ぶことはあなたがたの力」という言葉は、とても印象深い。
 
ネヘミヤ　8:13-18
　具体的にどのように歩んでいけば良いかを見定めるため、指導者たちは律法を確かめ直している。日々の暮らしや倫理的なことも多々見出しただろうが、今は民全体としての姿勢を整えることが意図されている。それで仮庵の祭りが規定されていることに気づいたとある。17節のように、この祭りのことを人々は長く忘れていたのである。仮庵は、神がイスラエルの民をエジプトから助け出し、荒野の日々を守り導いてくださったことを記憶するためのもの、つまりは、神によってこそ生きているのだという認識である。今、新たな出発をしようというユダヤの民にとっては、意義深い定めでもある。
 
ネヘミヤ　8:17
　仮庵の祭りは長く忘れられていたようだ。ヨシュアの時代以降でも、ダビデ、ソロモンの時代には見出されるが、それでも、確かに存在は希薄である。ゼカリヤ書にも人々が忘れていることを指摘する言葉があるが、ここに書いてあることからすると、結局は行わなかったのだろうか。書かれていないからしていないとは言い切れないのだが、関心が薄かったのは明らかだろう。それは過越の祭りについても言えることで、ヨシュア記に出てくる後は、ヒゼキヤ、ヨシュア王の時代まで「過越」という言葉は出てこない。ダビデの時代も含まれているように、この祭りをしなかったとしても、それで不信仰とは言えないのだけれど、旧約の実態としては、律法がかなり曖昧な扱いをされていたのだということは分かる。そう言えばダビデも契約の箱を運ぶ際、定められていた方式を知らずにいた。
 
ネヘミヤ　9:1-5
　神が与えてくださるのは救いの祝福である。すでにユダヤの民はそれを与えられている。補囚から解放されたこと、神殿が再建され、城壁も整い、民が再びこの地で暮らしていくことができるようにしていただいている。だからこそ、この幸いの源にある救い、赦しを神に感謝する際には、罪の告白がなされ、神の前にひれ伏すのである。すでに語られているように、喜ぶことが命じられ、呼びかけられている。その歓喜を消し去るものは何もない。だからこそなおさら、人々は神の前に自らを省みつつ、立つのである。
 
ネヘミヤ　9:5-8
　旧約には、神のしてくださったこと、人々がしたことを振り替えし、たどり直し、そうすることで神の祝福の真実を確かめていこうとする語り方が何度も出てくる。これは聖書の、あるいはヘブルの人々の語り方と言えるので、私たちが同じ手法を用いるべきかどうかは、それぞれの文化に応じて考えれば良い。ただ、こうやって振り返ることは大いに意義があるとは思う。冒頭は天地創造の神であること、そして、アブラハムを選び出して、祝福の約束を与えてくださったこと、が語られている。当然に、この神に従うはずだ、という認識が背景にある。
 
ネヘミヤ　9:9-15
　次に語られているのは、エジプト脱出の出来事である。あの時点では、確かにイスラエルの側には落ち度はなかった。エジプトが一方的にひどいことをしたのであって、そして神は圧倒的な力でエジプトを打破し、イスラエルを助け出してくださった。救出だけではなく、常に守り導き、教えも与え、そして、パンと水も与えてくださった。アブラハムへの約束（誓い）に基づいて、カナンの地に住まわせてやるのだと宣言し、そのように連れて行ってくださっていた。とすれば、人々は当然に神に感謝し、喜んで従い、そして、神と共に生きていこうとするはず、である。だが、となるのだが。
 
ネヘミヤ　9:16-25
　荒野での歩みを振り返っている。神の祝福に対して、イスラエルの民は反逆を持って応答してしまった。金の子牛事件である。だが神はこの民を見捨てず、顧みてくださった。17節は旧約に記されている神の姿と民のありさまを如実に示すものとなっている。そして結局、神はこの民を約束の地へと入らせて下さった。確かに40年という日々は科された。でも神は、人々との約束を反故にはしなかった。民の側では投げ捨てたのに、神はそれを捨てはしなかった。もとからして、その約束は神ご自身の意思であり、神が一方的に定め、与えておられたからこそでもある。民の従順への応答ではなく、何もない民への恩恵である。
 
ネヘミヤ　9:26-31
　これはおもに士師の時代を想起させる。神に背き、神の助けを投げ捨て、そうして敵の力に苦しむことになり（イスラエルの力は神なのだから当然でもある）、そんなときに、虫のいいことに神に助けを求める民に、神は喜々として応じて下さる。再び背くのに、預言者を殺しているのに、それでもなお、神はこの民を、自分たちを見捨てなかった。刑罰はある。民自身のためにも痛みは必要だ。それでも神は捨ててはいない。完全に断ち切られても当然なのに、神は彼らを顧み続けて下さっている。それがイスラエルの歴史である。
 
ネヘミヤ　9:32-37
　イスラエルの民の結末は、アッシリアとバビロンによる滅亡である。当然の報いであることを人々は認めている。罪は自分たちにあるのだからこそと。ペルシアの時代になり、状況はずいぶん良くなった。でも、独立した国ではない。ペルシアの傘下にあることは変わっていない。彼らには、もはや何かを願い求める◇などあるはずがない。自分でも分かっている。でも、それでもなお、神に祈り求める。それ以外の道がないことを知っているから、ずうずうしくも、彼らは自分たちが裏切った神に祈り求めている。それができる、それを神が待っておられる、期待しておられる、ここが、主なる神と人との関係であり、福音の原点である。
 
ネヘミヤ　9:38
　罪の告白は、神に頼る以外には何も持っていない自分たちであることを認めるからこそ、だろう。そしてまた、こんな自分たちを神が顧みてくださるのだという信仰があるからこそである。盟約はつまり、そのような神の前に生きることを、共に励まし合い、戒め合い、助け合っていくことを志すものである。一人ではできない。みんなで共に、でも、実はできない。ただ神の助けに期待するしかないのだけれど、そのことを彼らは心に定めて、そして、祈りとして書き記しているのだと考えて良い。今日、そういった盟約を常に行っているわけではないけれど、私たちの信仰生活、教会生活そのものが、神の恵みの元にあることを互いに確かめ合いつつ歩んでいくことは、必須である。
 
ネヘミヤ　10:1-27
　たくさんの人々の名前が記されているが、現代の私たちはその人々を知らない。でも、彼らにとってはここに明記されることがまた、盟約のしるしでもあったわけで、この書が現場で書き記されていたことを思わせられる箇所だ。これらの人々、7章の人数に比べればずっと少ない。代表者たちだけと言うことなのか、それとも民全体の一部だったのか、そのあたりはよく分からない。でも、ともかくもこれだけの人々が神の前に覚悟を決めて歩んでいこうとした、その点は意義深い。ただ、忘れてはならない。人は常に迷いやすく、せっかくの誓いも失われやすい。だから、この瞬間の意義をこそ見て、時が経てばまた新たに、が必要である。第二コリント4:16の「日々新たに」は、人の性質からしても不可欠なものなのだ。
 
ネヘミヤ　10:28-31
　ネヘミヤというと、他国民との関わりを絶つことを強調したという印象を抱いていたのだが、改めて読み直してみると、そのことを取り上げている場面は少ない。エズラ記のほうが、より強くその点と関わっているようだ。ネヘミヤの対応は、本来の律法の語るレベルのものとも言える。婚姻の禁止が聖書全体の論理かどうかは別の問題としても、今この時においては、その定めを強く意識していく必要性があったのであり、ユダヤという民が改めてその存在を明確にしていく時であるからして、その重要性が存在したことはよく分かる。この点はエズラ記を読んだ際に書いたことも参照いただきたい。
 
ネヘミヤ　10:32-39
　礼拝を成り立たせるための費用に関する規定が語られている。長く神殿を持たずに来たので、こういうあたりが分からなくなっていたのだろう。物事は信仰によるが、その信仰は実際の取り組みによって実行されていく。祭司やレビ人に助けられつつ、本来の祭儀を取り戻していこうとしていたのだから、彼らの扱いについて確認されたのは健全なことだろう。最後の言葉、「このようにして私たちは、神の宮をなおざりにはしない」という言葉が、こういう規定の理由、趣旨を明らかに示している。
 
ネヘミヤ　11:1-2
　都に住むのは優遇された者、という印象があるが、当時のエルサレムはまだ荒廃していて、敵の襲撃も考慮せねばならず、決して心地よいものではなかった。だからこれは義務のような扱いで、自ら進んでこの任を担う者たちは高く評価されたのである。かつてのエルサレムは皆の憧れだったし、後のエルサレムもそうなるのだが、だからこそ、この記述が指し示すのは厳しい実情だった。でも、そうやって人々が住んでこそ、町は復興していく。
 
ネヘミヤ　11:3-9
　細かい人物名はさておき、概要を見ると、当時のユダヤを構成していたのが、おもにユダ部族とベニヤミン部族の末裔たちであると認識されていたのが分かる。実際には、ルカ2:36のようにアシェル部族の子孫も含まれているのだが、かつての南ユダ王国を形成した部族ということになる。ちなみに十二部族の中でもシメオンはユダに取り込まれていた。それから、後に記されているようにレビ部族である。それにしても、サウル王はベニヤミン部族であり、その人々とダビデの関連の人々が南に残ったのは印象的だ。なお、ユダよりベニヤミンのほうが人数が多い。部族としては明らかにユダが大きいので、ベニヤミンは都で暮らすことを選ぶ人が多かったということか。
 
ネヘミヤ　11:10-24
　祭司がエルサレムに住むのは当然で、神殿での奉仕がある。近隣の町に住む人々もいるが、この時期ならば、祭司の果たすべき務めに比べて人数は不足していただろうから、その大半はエルサレムにいたのではないか。部族としては圧倒的に小さいのだが、市内に占める割合ではかなり大きめだ。レビ人も多くの役目を担っている。こういった人々が整えられていくことによって、エルサレムはその本来の機能を回復していくことになる。南北分裂の際、この町の第一の使命は、神殿を中心として主なる神への信仰を保ち続けることにあったのだから。町の規模は小さくなったけれど、その様子はなかなかに感慨深いものである。
 
ネヘミヤ　11:25-36
　エルサレムだけでは、民は生きていくことはできない。農地に暮らし、生産に取り組まねば、胃袋も満たされはしないのだ。商業都市として栄えるのにはまだ時間がかかる。ここに記されている地名のすべてを把握はできないが、おおよそ、南ユダ王国に属していた場所と考えられる。後のマカベア時代には勢力を広げるが、この頃はまだエルサレムを中心とした周辺部分、程度だったということだろう。それはヨシュア時代からしてもはるかに小規模である。前途は多難である。
 
ネヘミヤ　12:1-26
　ユダヤの民にとって、律法に沿った祭儀を行うためには、祭司とレビ人は不可欠だった。新約以降の感覚で言えば、それらの人々がいなくても民自身が御言葉に従って真摯に行えば足りるだろうと思うのだが、かつてユダヤの民は、神への礼拝をいい加減に扱った結果、国を滅ぼしている。それゆえ、事には慎重であろうとしたのだろう。列王記にも、「高きところ」での礼拝を認めるかどうかが注目点となっていた。当然に彼らは、その出生を明確にして、正しくその家系に属していることを明示する必要があった。厳密さが最重要ということではないのだが、しくじってしまったので、二度と間違えないようにと防止する壁は高くなる。もっとも、そこだけを重視するようになると、また、迷いだしてしまうのだが。
 
ネヘミヤ　12:27-30
　レビ人を捜し出したと書いてあるのは、彼らが村々で農業に勤しんでいたからだ。彼らにしても食べていかねばならない。神殿行事も確立されていなかった当時は、畑を耕すことに専念していたのは道理である。だが、彼らが必要とされるようになった。本人たちは必ずしも乗り気ではなかったのかもしれない。でも、民自身が彼らを求め、呼び出し、そして捜し出した。国も制度もまだまだ整ってはいない。永続的なものになるかどうかも不明だったろう。それでも、よし、という思いを抱いて、これらのレビ人は集まってきた。彼らはやはり、レビの民であるのだ。
 
ネヘミヤ　12:31-43
　奉献式の様子が細かく記録されている。城壁の完成は、その頃のユダヤの民にとって、存外の喜びだったのだ。これでようやく安心して神への礼拝を進めていくことができる。民が中心を取り戻して、再び繁栄を目指していくことができる。それは大きな幸いであったのだ。記録は、それ自体の意義というよりも、そこに示されている民の心、そして神の恵みの記念ということが、大きな意味を持つと言えるだろう。今日、私たちが様々な記録を見出すときにも同様であろうと思う。
 
ネヘミヤ　12:44-47
　祭司らは本来、民が寄せるものによって暮らしていくことができるように定められていた。彼らも町を持ち、農耕もしていたようだが、それは添え物的なもの、彼らの本分は神殿での祭儀と、そして、民の礼拝生活を支えていくことにあったからだ。音楽を奏でる役割にしても、そのためには練習、研鑽が必要なわけである。後の時代、音楽家を支えるパトロンがいたけれど、聖書の中では民全体がその意味合いを持っていたことになる。もっとも、これはまだ制度的に十分はなかったことが、13:10で明らかになってしまう。
 
ネヘミヤ　13:1-3
　アンモン人とモアブ人の課題は過去において存在したし、この時代にもしばしば妨害工作をしていたので、この時点でのこの対処は筋とも言える。ただ、混血の者を追い出すというのは、その論理を徹底すれば、ダビデもまた追い出されることになる。先祖において何がなされていたとしても、目の前のその人自身がどうかという点で考えて行かなければ、世界は崩れ去るだけである。神はそれを望んではいない。ネヘミヤたちの時代に民が異民族との関係について非常に強い関心を持ち厳しい対処をした理由は、それはそれとして理解できるが、普遍的な真理と言うべきかどうかは、聖書全体の中で問われていくべきだろう。このことは、聖書に書いてある、というような扱い方の是非をも考えさせられる。神の言葉は絶対であるが、それが、どういう意図で語られているのかを受け止めなければ、意味がない。家族と喧嘩をして、「豆腐の角に頭をぶつけて死んでしまえ」と言われたからといって（古典的な言い方だが）、千も二千も豆腐を買い込んできて、頭をぶつけ続けては、「死ねない、相手の希望に応えられない」と嘆き続けるのは、全くもってその相手の意図を取り違えているのだから。
 
ネヘミヤ　13:4-9
　エルヤシブは3:1によれば大祭司である。大祭司は終身だからここでは簡潔に書いたのか、事態の重さから大祭司と書きたくなかったか。トビヤは以前から問題のある人であり、関わりを持ち続けるのは得策ではない。彼の意図はユダヤの混乱にある。でも、神殿の中に部屋をもらうほどに深く関わっていたと言うことでもある。その時期、ネヘミヤは一度、ペルシアに戻っていたので事態を分からなかったのだが、それもまた、彼の怒りを引き起こす理由になったようだ。エルヤシブの処断は記されていない。ただ、神殿の部屋は正しく用いられた。ものごとは、するすると入り込んでくるものである。
 
ネヘミヤ　13:10-14
　奉献式に集まったレビ人が、また各自の村に帰ってしまい、神殿での職務に支障を来していたようだ。理由は、食べていけないから、である。原因はそこにあるのだから、ユダヤの民が正しく対応するならば、レビ人もまた、きちんと応えることができる。当たり前のことだけれど、それが曖昧になり、ないがしろにされやすいのも事実である。14節の言葉は、ネヘミヤが疲れてきていることを感じさせる。様々な混乱の中で、必死になって民を神の前に立たせていこうとする取り組みは、彼を疲労困憊させている。彼は大切なことを成し遂げた。だがこの書の終わりの部分は、彼自身の痛みを暗示しているようにも思う。
 
ネヘミヤ　13:15-22
　今度は安息日問題である。さすがにユダヤ人自身が商売をしていたわけではないようだが、他国の人々が店を広げていて、ユダヤの人々も買っていたということである。安息日規定には、自分たちだけの話ではなく、一緒にくらい在留異国人のことも意識されている。この規定は礼拝厳守の意味だけでなく、人々に休息をもたらすものでもある。買う者がいれば、売る側はどこまでも、である。今日の日本で、正月休みがないとか、深夜まで店が開いているとか、そういうのも買う側の意図によるものでもある。多種多様な人々がいる社会では事は容易ではないけれど、何をどうすべきかについて、真剣に考えていくべきではある。
 
ネヘミヤ　13:22
　この言葉は興味深い。安息日に働いてはならないのであれば、門の見張りもしてはならないはずだ。それで、レビ人が駆り出される。彼らは安息日規定からはもともと除外される。そういう人々こそが、他の人たちのために肩代わりしていくのだという定め。これは祭司などの特別な立場の人々が置かれていくことの、重要な意味合いと言えるだろう。特別扱いの意味は、決して、高い地位にあるということではなくて、人々の代わりに負担を請け負うという意味合いになっている。今日の教会は皆で形成するのだけれど、でも、教職者たち自身は、こういう覚悟というものが必要だと、そう考える。
 
ネヘミヤ　13:23-31
　この課題について、ネヘミヤはこれまでさほど強く取り上げてはこなかった。10:13には一連の定めの一環として挙げられているが。その通りになっていないので業を煮やしたということかもしれないが、この話は容易ではないことは明らかである。エステルだってペルシア人と結婚したし、テモテの母もギリシア人と結婚している。ソロモンの例のように、婚姻をきっかけとして問題が浸透する場合もあるが、第一コリント7:14は肯定的な扱いも可能というふうになっている。コリントの箇所が結婚後に入信したのだとしても、その意図は同じである。ネヘミヤの怒りは、それによっては事を解決はしていないことも書き添えておきたいと思う。
 
ネヘミヤ　13:31b
　ネヘミヤはBC445年にユダヤの総督として赴任し、BC433年に、一区切りをつけて一度、ペルシアに戻っている。その後、再びユダヤに戻ってきたのだが、その際に総督としてだったのか、それとも引退した上でだったのかは、この書からは明確ではない。13:6からすると、戻ってきてからの話がここには書いてあるようなので、何らかの立場は持っていたようだが。いずれにしても、苦闘の12年は、ネヘミヤを相当に困憊させたようである。書き記されている様子、13:14,22,31を見ると、彼が疲弊しているように感じられる。主にある戦いは大変である。だが、それがどうしても必要な場合があり、そのように召し出される人々がある。その意義深さを、この書は深く考えさせてくれる。
 
ネヘミヤ記終わり
　ネヘミヤ記を読み終わりです。約2ヶ月、もっと早く読めるかとも思っていたのですが。引き続き、この時代ということで、エステル記を読みます。ちょっと年代は前に戻りますが。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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